
【Game Report】
試合区分　　マスターズ２０１３北九州大会

日　時 平成２５年９月１６日（月）
会　場 小倉西高校
試　合 女子　決勝　Eコート　13:00
審　判 吉松、佐澤

チーム名 １Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ 合計

長野 7 8 9 18 42

千葉 9 14 14 16 53

　昨年度の決勝と同じ顔合わせとなった。

　第１Ｐ　長野は♯６，♯９，♯１３，♯１５，♯１７、千葉は♯５，♯１０，♯１１，♯１４，♯１５のスターティ
ングメンバーで、両チームマンツーマンディフェンスでスタート。千葉は激しくボールマンにプレッシャーを
与え、長野のミスを誘う。長野は千葉の速い展開に対応できず、失点を重ね、残り7分23秒、0-8となった
ところでタイムアウト。タイムアウト後、両チームシュートが入らず、残り、2分を切ったところから長野は＃
１５にボールを集め、得点を重ねた結果、7-9で第１P終了。

第２P　開始30秒で長野が＃１５の得点で同点とした後は両チームとも厳しいディフェンスを展開し、一進
一退の攻防が続く。残り3分30秒、長野＃１５がミドルシュートを決め、15-17とする。その後、千葉＃１５
の得点が続き、15-23で千葉が8点リードし、第２P終了。

第３P　両チームのディフェンスの頑張りが続き、２分経過までは２点づつの得点であった。その後も長野
はセンター陣が千葉の粘り強いディフェンスに苦しめられ、なかなか得点ができない。それに対し千葉は
速いパス回しからドライブ、ミドルシュートを展開し、徐々にリードを広げ、24-37の13点差で終了。

第４P　長野は千葉のディフェンスに苦しみながらも３Pシュートやセンター陣のミドルシュートで得点する
が、千葉のドライブに対するファイルでフリースローを与えてしまい、点差を縮めることができない。残り５
分からは両チームともファールが増え、フリースローでの得点が多くなったが、残り2分44秒、千葉のパス
カットからの速攻で34-48となったところで長野がタイムアウト。タイムアウト後、長野は積極的なディフェ
ンスから点差を縮めにいくが、お互いにファールからのフリースローでの２点づつの得点で試合が終了。

千葉が終始、ボールマン・センターへのディフェンスプレッシャーを与え、優勝を決めた。

記録者：池田 秀雄

長野 千葉FIELD GOALS FIELD GOALS

NO Player 2P 3P FT TOT PF NO Player 2P 3P FT TOT PF
4 田原　真紀 1 1 水野　朋子 1
5 黒岩　由美子 2 柴崎　真紀 2 2 6 2
6 武藤　優子 1 1 2 7 3 3 木村　基子

7 大石　貴子 4 高橋　久美子
8 吉澤　千景 5 建部　弘美 1 2 4 2
9 根津　由香 2 2 2 12 3 6 角南　淳子 1 2 4 3

12 樽本　昭子 7 中尾　章子 1

13 原　佐恵子 1 2 1 8 安保　香織 2 2 1
14 田中　加代子 9 黒崎　麻衣子 1 2
15 竹田　さゆり 5 7 17 2 10 斎藤　利恵 1
16 岩倉　志麻 2 2 2 11 岡部　由希子 2 4 2

17 木船　美津子 1 2 4 12 釣屋　昌恵 2 4 1
18 小山　ひろみ 13 奥野　香 1 3

14 伊藤　延江 3 6 1
15 長野　由佳 8 2 18 3

選評

チームＡ チームＢ


